






















表している。本カロリメータからの熱損失速度 Qloss'ま、(1)式より反応を伴わない完封牛 (Qr=O) で定電葺詣置
を用いたヒータによる力瞬樋渡 Qh と~!淀される隣報磁度弘との差 (Ql制=Qh-ω から求められる。
一方、防課磁度弘は (2) 式で表される。
Qm = (T2-TJ) F Cp=u A(Tr-T2) 包)
T2 :冷捌く出口温度[Ocl U :総括儲編劇W/m2"1α
Tl 1制剥く入口温度[Ocl A :伝熱面積(可費出司











君納に純水 700.0gを投入し、獄附く量は 370cc/min で撹掛奨の匡臨調盟主は 300rpm とした。反応器には周
囲からの風の影響を避けるために、気泡入りポリエチレンシートで覆った。
ジャケツト音防の糊球位が雌駒商{\ 55覧付近での安創生を調べた。勝台と同時に定電圧装置で電圧を
調整して電気ヒー列こ鳩掲載を 150W (J/S) と固定し、装置が安定に推移している 142 分後に l仰を加えて
力[熱した場合であり、経適時間と費製縄張の関係を図 1に示す。電王変イじに追従して安定に達するまでに3
分程度の時品が必要であり、 150W に戻した場合でも2分程度を必要としている。
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反応器内温度は 50.00士O.OtCで安定に権移している。安定になった 180 分付近で別の補助ヒータにより
17. 5W (J/S) を加えた場合江総画開晶こ対する主ヒータの電王変(IJをま緑し、ヒー夕方掛樋渡を表したのが太
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図3. 経過時間とヒータ加熱速度・除熱速度、反応温度との関係
実験の処方はモノマー量が 33g で純水が 303g で乳佑剤にラウリル硫酸ナトリウム、開始剤と

























(1 7FA) は 1 mol 当たりの反応熱が 13.7kcal と算出された。
5. く結論〉
以上、簡単に従来の冷却伝熱面積可変型と比較したが今回、私が提唱した冷却伝熱面積を任意
の位置に固定する新規な簡易型反応熱量計は普通の研究室で使われている環境下で反応熱も測
定でき、反応の状況も観察しながら反応熱量計として使用できるということが実証された。
今後は種々の重合反応に適用して重合挙動を詳細に解析する手段として幅広く使用されるこ
とが可能となった。
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